
総 合 計 画

10
年
間
の
ま
ち
の
指
針

南
越
前
町
総
合
計
画
を
策
定

南
越
前
町
総
合
計
画
を
策
定

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
ま
ち
の
将
来
像
を
掲
げ
、
総
合
的
・
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て

い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
「
南
越
前
町
総
合
計
画
」
が
、
３
月
８
日
か
ら
開
か
れ
た
町
議
会
定

例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
「
基
本
構
想
」、「
基
本
計
画
」、「
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
今
後
10

年
間
の
構
想
や
施
策
を
ま
と
め
、
合
併
時
の
「
新
町
建
設
計
画
」
の
理
念
を
継
承
、
目
標
年
次

を
平
成
28
年
度
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
的
は
、
町
民
の
誰
も
が
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
や
条
件
づ
く
り
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
社
会
環
境
に
適
応
し
つ
つ
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
計
画
の
理
念
を
〜
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に

抱
か
れ
て
、
出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
〜
と
設
定
、

海
と
緑

　

海
と
森
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
私
た
ち
の
地
域
で

歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て

　

町
が
古
く
か
ら
陸
と
海
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
街
道
や

港
に
行
き
交
う
人
々
で
地
域
が
創
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
こ
れ
ら

を
活
か
し

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町

　

新
し
い
町
が
出
会
い
か
ら
多
様
な
個
性
を
花
開
き
、
全
て
の
人

が
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
活
力
あ
ふ
れ
る
町

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
14
日
、
南
越
前
町
総
合
計

画
審
議
会
諸
山
廣
多
会
長
が
、
増

澤
町
長
に
南
越
前
町
総
合
計
画
の

答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
答
申
は
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
中
で
、
町
民
と
町
が
協
働
で

取
り
組
ん
で
い
く
「
総
合
的
な
指

針
」
と
な
る
計
画
を
、
全
体
会
議

や
小
委
員
会
な
ど
14
回
の
会
議
を

行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

諸
山
会
長
は
、「
町
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
」、「
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け

て
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
」、

「
財
源
や
財
政
基
盤
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
」、「
透
明
性
と
説
明
責

任
を
確
保
す
る
こ
と
」、「
新
町
の

速
や
か
な
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ

と
」
の
意
見
を
付
し
て
答
申
書
を

増
澤
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

増
澤
町
長
は
「
行
政
の
主
役
は

住
民
。
答
申
に
従
い
町
の
発
展
に

努
め
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

基
本
計
画
策
定
ま
で
の
経
過

　

南
越
前
町
総
合
計
画
の
策
定

は
、町
議
会
議
員
や
学
識
経
験
者
、

町
内
の
各
団
体
等
の
代
表
者
な
ど

20
人
で
構
成
さ
れ
た
総
合
計
画
審

議
会
で
５
回
の
全
体
会
と
総
務
企

画
、
厚
生
教
育
、
産
業
建
設
の
各

小
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
と
と
も

に
、
平
成
18
年
２
月
に
は
中
学
生

以
上
を
対
象
と
し
た
住
民
意
向
調

査
を
実
施
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
や
ご
要
望
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

南越前町の将来像＝まちづくりの基本理念南越前町の将来像＝まちづくりの基本理念

『～海と緑と歴史の
恵みに抱かれて、

  出会いから活力の
花ひらく町～』

総
合
計
画
策
定

－

総
合
計
画
審
議
会
が
答
申

－

■ 

基
本
構
想 

■

　

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
指
針
と
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の

大
綱
を
示
し
た
も
の
で
す
。
基
本
構
想

に
は
、
町
の
将
来
像
や
計
画
の
基
本
指

標
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
住
人
口
の
目
標
は
１
２
、０
０
０
人

　

人
口
の
推
移
は
、
全
国
で
も
現
在
の

１
億
２
千
８
百
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口

の
減
少
期
に
入
る
と
さ
れ
る
中
、
本
町

の
人
口
も
、
少
子
化
現
象
や
若
者
の
流

出
な
ど
で
減
少
は
続
き
、
平
成
17
年
国

勢
調
査
で
は
１
２
、２
７
４
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
１
１
、６
５
２
人

（
５
％
減
）
と
推
計
さ
れ
る
中
、
就
業
機

会
の
開
拓
や
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
を

促
す
な
ど
維
持
に
努
め
、
１
２
、０
０
０

人
と
し
ま
し
た
。

交
流
人
口
の
目
標
は
１
０
０
万
人

　

交
流
人
口
は
、
様
々
な
分
野
で
人
々

が
活
発
に
交
流
す
る
こ
と
は
、
町
に
与

え
る
経
済
効
果
な
ど
町
の
活
力
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
、
平
成
10
年
の
91
万
人

を
ピ
ー
ク
と
し
て
い
る
交
流
人
口
の
目

標
を
１
０
０
万
人
と
し
ま
し
た
。

ゾ
ー
ン
別
ま
ち
づ
く
り

　

街
道
と
海
岸
に
沿
う
町
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、 〝
水
の
生
ま
れ
る
森
〞エ
リ
ア
、〝
歴

史
の
街
道
〞エ
リ
ア 

〝
海
を
育
て
る
森
〞

エ
リ
ア 

〝
越
の
海
文
化
〞
エ
リ
ア 

〝
安

ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
里
〞
エ
リ
ア
と
新

町
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
設
定
し
た
５
つ

の
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア
を
継
承
し
、
こ

の
町
の
特
性
に
合
わ
せ
た
４
つ
の
交
流

軸
で
、
地
域
内
の
交
流
の
活
発
化
、
隣

接
地
域
と
の
連
携
を
深
め
ま
す
。

■ 

基
本
計
画 

■

　

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
現
状

と
課
題
を
捉
え
、
ま
ち
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
ま
ち
づ
く

り
の
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め

（
体
系
図
）、
基
本
的
な
施
策
や
事
業
を

総
合
的
・
一
体
的
に
定
め
た
も
の
で
す
。

■ 

戦
略
プ
ラ
ン 

■

　

基
本
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
実
施
す

る
た
め
の
事
業
計
画
を
３
年
計
画
で
策

定
す
る
も
の
で
、
平
成
19
年
度
か
ら
21

年
度
ま
で
の
事
業
計
画
を
具
体
的
に
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
略
プ
ラ
ン
は
、

毎
年
度
向
こ
う
３
年
の
計
画
で
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
に
よ
り
策
定
し
て
い
き
ま

す
。

人　口　推　移

年齢（５歳階級）男女別人口

世帯数・平均世帯数人員推移

南越前町の背景



総 合 計 画

みんなで助け合う
優しいまちづくり

誰もが住みなれた地域で安心して
自立した生活を送るため、保健・
医療・福祉・介護が連携して、健
康づくり支援や福祉サービスの提
供を行い、人と人が支えあい、心
と心がふれあう地域社会の実現を
めざします。

まちづくりの体系 基 本 理 念

海と緑と歴史の恵みに抱かれて、
出会いから活力の花ひらく町

みんなが安心して暮らせる
快適なまちづくり

水と緑に恵まれた本町のすばらし
い環境を生かしたまちづくりを基
本とし、適正な土地利用を図り、
道路交通網の整備、上下水道の整
備、住環境の整備など、生活に密
着した快適で安全な居住環境の整
備を進めます。

みんなが活きいきと
働けるまちづくり

町民の生活基盤の安定を図り、活
力あるまちづくりを進めるため、
農業、工業、商業の時代に即した
振興を図ると共に、環境の保全に
配慮しつつ、地域特性を生かした
産業基盤や観光基盤の整備と充実
を進めます。

みんなで人と文化を
育むまちづくり

生涯をとおして学習できる
教育サービスの提供や、豊
かな人間性をはぐくむため
の学校教育や学校教育施設
の充実を図ります。また、
歴史や伝統文化の保存と活
用に努めます。

キ ー ワ ー ド
　
「
南
越
前
町
総
合
計
画
」
は
、
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示

し
、
町
民
が
郷
土
愛
を
育
み
、「
町
民
と
の

協
働
」
の
な
か
で
、
み
ん
な
が
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
て
創
り
上
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
対
話
」「
調
和
」

「
融
和
」。

　

こ
れ
ら
を
根
本
に
す
え
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
進
め
、
よ
く
話
し
合
っ
て
政

策
に
取
り
組
み
、
全
体
が
程
よ
く
釣
り
合
っ

て
ま
と
ま
り
な
が
ら
、
心
を
溶
け
合
わ
せ

て
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
住
民
や
地
域
社
会

が
主
人
公
の
新
し
い
ま
ち
を
築
い
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
総
合
計
画
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
に
根
ざ
す
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
生
か
し
、
町
民

の
皆
様
の
参
加
・
参
画
・
協
働
に
よ
る
効

率
的
で
効
果
的
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
、
豊

か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が
実
感
で
き
る

魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
意

識
調
査
に
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
賜

り
ま
し
た
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
熱
心

な
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
審
議
会
委

員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
対
し
ま
し

て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

総
合
計
画
お
よ
び
総
合
計
画
《
概
要
版
》

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ  

企
画
財
政
課  

℡
47

－

８
０
１
２

三つの「わ」

対話 調和 融和

みんなが考え、
みんなで取り組むまちづくり

町民の主体性と創意工夫で、自らまちづ
くりを担うため町民参画の機会を充実し、
開かれた協働のまちづくりを進めます。
また、事務事業の見直し、施設の統廃合、定
員の適正化、住民負担の適正化などにより効
率的な行財政運営を進め、町民のニーズに対
応した質の高いサービスを提供します。

・ 

健
康
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
や
健
康
づ
く
り
支
援
体
制
の
充

実
を
図
る
。

・ 

診
療
所
や
老
人
保
健
施
設
の
医
療
機
器
等
の
備
品
を
計
画
的

に
整
備
す
る
。

・ 

既
存
の
河
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
を
行
う
。

・ 

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

・ 

今
庄
保
育
所
と
今
庄
幼
稚
園
の
統
合
に
よ
る
幼
児
教
育
施
設

を
整
備
す
る
。

・ 

保
育
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
、
児
童
館
活

動
を
充
実
す
る
。

・ 

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
。

健
康
な
心
と
体
づ
く
り
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
介
護
の
連
携
強
化
と
充
実

地
域
で
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実

自
立
を
支
援
す
る
障
害
者
福
祉
の
推
進

子
育
て
の
支
援
、

児
童
福
祉
の
充
実
と
次
世
代
育
成

協
力
し
助
け
合
う
地
域
福
祉
の
推
進

安
全
な
環
境
づ
く
り

道
路
交
通
網
の
整
備

上
下
水
道
の
整
備

自
然
環
境
と
の
共
生

住
宅
・
宅
地
・
住
環
境
の
整
備

農
林
水
産
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

観
光
の
振
興

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
充
実
と

環
境
の
整
備

共
に
活
躍
で
き
る
人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り

生
涯
に
わ
た
る
学
習
社
会
の
充
実

歴
史
文
化
の
継
承
と
芸
術
文
化
の
振
興

町
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
推
進

・ 

防
災
・
防
犯
体
制
や
交
通
安
全
対
策
の
充
実
に
よ
り
安
全
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

・ 

一
般
国
道
３
０
５
号
の
ホ
ノ
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
早
期

開
通
を
促
進
す
る
。

・ 

生
活
道
路
の
整
備
や
維
持
補
修
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

・ 

上
水
道
の
安
定
供
給
の
た
め
の
統
合
や
新
設
改
良
を
行
う
。

・ 

地
域
住
民
の
移
動
手
段
で
あ
る
住
民
利
用
バ
ス
の
充
実
を
図

る
。

・ 

除
雪
機
械
の
更
新
や
道
路
融
雪
装
置
の
整
備
に
よ
り
克
雪
対

策
の
充
実
を
図
る
。

・ 

南
越
前
地
区
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
を
進
め
健
全
な

農
業
経
営
を
目
指
す
。

・ 

森
林
基
幹
道
（
今
庄
・
池
田
線
、
越
前
南
部
線
）
を
整
備
す
る
。

・ 

農
道
、
林
道
や
漁
業
関
連
施
設
の
整
備
な
ど
農
林
水
産
業
を

支
え
る
基
盤
の
充
実
を
図
る
。

・ 

商
工
業
者
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
や
利
子
補
給
を
行
う
。

・
企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
用
地
取
得
の
助
成
な
ど
を
行
う
。

・ 

甲
楽
城
海
岸
に
マ
リ
ン
パ
ー
ク
を
整
備
し
観
光
の
振
興
を
図
る
。

・ 

観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
各
種
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

・ 

安
全
を
確
保
す
る
た
め
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
と
大
規
模
改

造
を
行
う
。

・ 

河
野
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
今
庄
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
改
修
す
る
。

・
海
浜
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。

・ 

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
男
女
共
同
参
画
意
識

の
醸
成
を
図
る
。

・
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
。

・
歴
史
や
伝
統
文
化
の
保
存
と
文
化
財
の
活
用
を
図
る
。

・ 

平
成
23
年
７
月
ま
で
に
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
う
。

・ 

町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
町
民
参
加
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
。

・ 

広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
行
政
情
報
の
積
極
的

な
公
開
を
行
う
。

・ 

上
下
水
道
料
、
保
育
料
、
施
設
使
用
料
や
負
担
金
等
に
つ
い

て
見
直
し
の
検
討
を
行
う
。

・ 

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
合
理
化
を

進
め
る
。

・ 

事
務
の
見
直
し
や
欠
員
最
低
限
補
充
な
ど
に
よ
り
定
員
の
適

正
化
を
図
る
。

・ 

各
種
申
請
や
届
出
手
続
き
の
電
子
申
請
化
を
図
る
。


